西病棟チームカンファレンス記録
	院 長
	課 長
	主任
	

	平成１７年　３月　２１日（月）
　司会　瀧澤一美　　　記 録 者　漆舘政則
	
	
	

	
	
	
	

	佐藤


	阿部
	中村
	藤原
	瀧澤
	下帯
	星
	滝田
	橘
	橋本
	外城
	小川
	

	休
	産
	深
	○
	○
	準
	○
	○
	○
	休
	休
	休

	山田
	松川
	中里
	漆舘
	畑中(千)
	鈴木
	上村
	三和
	小森
	横浜
	荒木田
	佐々木
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	○
	○
	○
	洗濯場
	深
	準
	休
	○
	○
	欠
	休


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・風邪症状がある患者様がみられています。プログラム後や食後のうがい、手洗い等促していきましょう。また、スタッフも健康管理に気を付けていきましょう。

・菅井　浩子様～3/20、3/21と排便時に出血があると訴え聞かれスタッフ確認しています。現在、就床前薬服用前にネリプトクロ軟膏を挿肛していますが、スタッフ側で脱肛の状態を注意して観察し、主治医への報告、他科Ｄｒの診察等を検討していきましょう。

・吉田　光良様～3/20（日）10:00～15:30、妹様、妹様の夫様と外出されています。ご家族（妹様の夫様）より外出の感想として、“（家族間で）本人の状態、様子を聞いていたのと違う。話の内容がまとまらず、どう対応したら良いか分からなかった。”と、受け入れ難い様子で話されています。スタッフより家族教室がある事を説明していますが、平日は仕事の都合で無理だと話されています。今後、面会時に本人の日常生活の様子を伝え、ご家族の様子も伺っていきましょう。

　　　　　　　　本人から喫煙本数を増やして欲しいと希望が聞かれていますが、ご家族より喫煙本数は増やさないで欲しいと本人へ話されています。

・蛭名　豊美様～「私物（ラジオ、時計等）、衣類（下着、シャツ等）を捨てた」と話されており衣類チェック行い、衣類を処分した事を確認しています。衣類を捨てた理由については「～を捨てろって聴こえてくる」と幻聴に左右された発言聞かれています。本人よりご家族へ衣類の依頼をしています。

　　　　　　　　今後、担当スタッフ（橋本、松川）が私物を渡すので、ご家族より私物が届いた際は担当スタッフが確認するまで一時預かっておいて下さい。

・服薬業務について～他病棟の患者様が「服薬を自己調整していた」と診察時に話し、未服用の薬は破いた薬包に入れて患者様が保管していた事がありました。

　　　　　　　　　　西病棟でも服薬時に薬を手の中やポケットに入れようとする方がいる為、今後も患者様の服薬時には注意して服薬確認していましょう。

＜週間連絡＞

3/22（火）・横山　耕生様～外泊（3/22  11:00～3/25　11:00）３泊４日と外泊日数が長い為、内服薬を間違えずに持参して頂く様に声掛けしていきましょう。

　　　　　・タオル漂白

3/23（水）・皮膚科診察（南病棟）

八森　正様～3/16、右足第３指、瘭疽にて臨時薬処方となり様子観察していた為、皮膚科診察予定です。

3/24（木）・家族教室（下口　政子様、坂本　健治様のご家族が参加予定）

・栄養指導　　・ソフトバレーボール大会

3/25（金）・歯科診察

3/27（日）・塗装工事（西病棟防火扉枠）

＜業務改善ミーティング＞

・カンファレンス記録や日誌を、ＷＩＺの[会議録等]で回覧しているスタッフがいますが、 [日誌・日報等]での回覧なので間違わないようにして下さい。

・アルコール依存症治療プログラムを行っている患者様のカルテについて、プログラムの資料や毎日のレポート等の記録物が多く、カルテが厚くなり破損も考えられる為、保管方法を検討してほしい。

・鉛筆削り機、掃除機、モップ、パソコン等の病棟物品の修理依頼していますが、発注後、すぐには戻ってこないので確認していきましょう。

＜Ｄｒ千葉担当患者様ＮＣＰ評価・検討・ケースカンファレンス＞

本田　英之様～疥癬疑いの診断にて個室対応していましたが、3/16に疥癬疑いが治癒となっています。以後、各プログラムへ参加されていますが、プログラム時や日中の居眠り目立ち、朝は起床困難な様子続いています。現在は、夜間の睡眠は確保出来ていますが、夜間の睡眠が不安定となる事が考えられる為、日中の活動性を高めていける様に関わる必要があります。また、自室の私物が多くならない様に、疥癬の再発予防の為にも、身辺整理等で私物チェックを行い、私物が多い場合はご家族へ説明し面会時に返却していきましょう。

本多　富美様～アルコール依存症治療プログラムが終了しています。プログラムや運動等は休んだり、欠かす事なく行えていますが、間食している様子は続いてみられています。

プログラムや運動を休まずに出来ていた事は評価しながら、間食量については本人へ指摘していきましょう。今後も外泊から戻られる際、ご家族の送迎が帰る前に私物チェックを行い、嗜好品が多い場合はご家族へ返却していきましょう。

